平成25年7月19日
NPO法人1to1　武井　剛

多賀城市視察報告

　7月11日（木）、(株)ふくしねっと工房「ワーカーズハウスぐらす」職員の西島さん・切替さんと共にAM5時に船橋を車で出発し、宮城県多賀城市の障害者支援施設「さくらんぼ」及び多賀城市役所の保健福祉部社会福祉課を視察訪問し、先の東日本大震災における被害と現状についてお話をうかがってきた。
以下は、その報告である。

０．予備知識①～東日本大震災による被害状況
・東日本大震災における死者・行方不明者数は、Ｈ25年7月10日警察庁発表資料によると、全国で18,550
人。うち、岩手県…5,819人、宮城県…10,844人、福島県…1,816人。60歳以上の高齢の方が全体の
65％弱を占める。（50歳以上で全体の75％ほど。）※「震災関連死」を含めると更に多くなる。
・また、H25年4月22日の中日新聞記事によると、上記東北3県の人口に占める障害者手帳所持者の
割合は9％（岩手県…７％…439人、宮城県10％…1,110人、福島県６%…113人）で、震災前の３県
の人口に占める手帳取得者数が全体の４％足らずであったことから、障害のある人が全体の２倍を超
える確率で犠牲になっていたことになる。このこと即ち「障害者だから死亡率が高い」ということを
意味する訳ではなく、物的（環境的）・人的支援の不足が障がいのある方々の逃げ遅れに直結し、その
結果として高い死亡率を招いたと考えるべきであり、対策の必要性を強く示す結果であると言える。
障がいがあるということが、災害時においては普段以上のハンディとなることについては、ドキュメ
ンタリー映画「逃げ遅れる人々～東日本大震災と障害者」にも詳しい。http://www.j-il.jp/movie/

１．予備知識②～多賀城市における被害
・多賀城市は仙台市の東北に位置する、面積19.65k㎡、人口62,500人弱の小さな市である。（ちなみに、
　千葉市の隣に位置する習志野市の面積が、ほとんど同じ20.99k㎡、人口165,500人強であることから、
　なんとなくその規模がイメージできるのではないかと思う。）
・市の名称は、古代の律令制における地方行政府であった睦奥国府の「多賀城」（724年＝神亀元年創建）
に因む歴史ある町であるが、仙台市中心部より鉄道をはじめアクセスが良好であることから、仙台市
のベッドタウンとしての性格も持ち合わせている。また、仙台塩釜港（仙台新港）の後背地の多くが
賀城市となっており、そこに位置する会社からの法人税収入により市の財政は比較的豊かである。尚、
町は街道（国道45号）沿いに発展してきたためにロードサイド店が多く、「市の中心部が存在しない」
という特徴を持つという。
・東日本大震災において多賀城市では、3月11日に震度5強が回計測されており（14時46分51秒、
同47分50秒）、約1か月後の4月7日の23時32分59秒にも震度５強が計測された。3月11日の
津波の高さは、仙台港が約7ｍ、市内が2～4ｍ。この津波により、市域の約33.7％である662ヘクタ
ールが浸水した。市内を流れ仙台港へと注ぐ砂押川の南側地区のほぼ全域が浸水し、津波が川を逆流
してきたこともあり、市内他地域に比べて被害状況が大きい。
・人的被害としては、市内での死者数が188人。（平成25年3月31日調べ。多賀城市民としては他市
で亡くなられた方も含めて154人）。住宅被害としては津波地区で5,140世帯（うち全壊・大規模半壊
が3,177世帯）、地震地区で6,390世帯（うち全壊・大規模半壊が203世帯）となっており、合計で
11,530世帯が何らからの被害を被っている。

２．さくらんぼ訪問
　 AM11時、「ソニー㈱仙台テクノロジーセンター」（※下記注参照）内にある「さくらんぼ」を訪問し、
施設長の山崎雅博さん（40代？の男性）にお話を伺ってきた。以下はそれのまとめである。
　※以下、平成25年3月時点でのソニーホームページ内の記載より抜粋。
 (
東日本大震災では、ソニーの関連事業の内
10
か所の製造事業所が被害を受けました。その中でも甚大な津波の被害を受けたソニー（株）仙台テクノロジーセンター（宮城県・多賀城市）では、稼働が再開するまでの間、地域の支援活動に社員が積極的に取り組みました。また、生産活動の他事業所への一部移管などで生じた遊休の一部の区画は、東日本大震災により被害を受けた被災企業・団体などに活用いただき地域の早期復興のため役立てていただきたいとの願いから、運営機関の公益財団法人みやぎ産業振興機構に無償での貸与としました。これにより、東北地域のものづくり産業の復興及び新たな産業の創出・発展を図るための拠点として「みやぎ復興パーク」が設立され現在、
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団体が入居されています。
)








＜さくらんぼ　概要＞
・運営母体　社会福祉法人嶋福祉会（宮城県塩竈市杉の入４－３－８）http://www.shimafuku.jp/gaiyo.html
・事業形態　就労継続支援B型　　定員20名　（職員は4名）
・管理者：山崎　雅博（やまざき　まさひろ）
・住所：〒985-0842　宮城県多賀城市桜木３-４-１
ソニー㈱仙台テクノロジーセンター内　復興パーク　さくらんぼ
・連絡先：TEL０８０-１６６２-１１７９

※運営母体の社会福祉法人嶋福祉会は、平成１４年４月に設立された職員数５０名以上の大きな法人で、
塩釜市を中心に高齢・障害・児童の分野に渡り幅広く展開している。障害者の就労系の日中活動の場
だけでも塩釜市に３箇所、多賀城市に１箇所あり、そのうちの一つが「さくらんぼ」である。
 (
・就労継続支援
B
型　　・生活介護　　・地域活動支援センター　　・日中一時支援
・特定相談支援　
　
・障害児相談支援　
・放課後等デイサービス
　
　
・共同生活援助／介護
・
グループホーム体験ステイ　　・居宅介護
　
　
・特別養護老人ホーム　
　
・短期入所　
・訪問介護　　・居宅介護支援　　・福祉用具貸与　　・福祉用具販売
　・作業内容
)





・日中活動（作業）
①資源物回収
　　地域町内会・各企業・団体・個人より、新聞・雑誌・ダンボール・空き缶類等を回収。
　　収集した資源物を施設で分別し、買取業者へ販売する。
　②清掃・草刈作業～空き地や駐車場など
　③受注作業
　　ダンボール製品の組立て作業等の企業からの請け負い。給湯器の解体・分別なども。
　④手作り品の制作・販売
～被災した家屋より提供を受けた銅線を用いたキーホルダー、ストラップづくり。
　　・ト音記号のストラップ（５００円）　キーホルダー（４５０円）　クリップ（３５０円）

「さくらんぼ」は元々企業からの受託作業が中心で製品作りは行っていなかったが、震災後に仕事が
激減したことを受けて山崎施設長以下が新たに考案したのが「東北復興応援製品」としての上記商品
である。「ト音記号」のデザインには、楽器などの立体的なフォルムを作るのは利用者には厳しかった
という現実的な理由の他に、「音楽（＝復興）はこれから始まるのだ」という想いが込められているの
だという。開発当初は、商品の販路開拓にまでなかなか手が回らない現実があったが、「みやぎセルプ
協働受注センター」（http://www.miyagi-selp.org/）のコーディネートによって「コープみやぎ」（生協）
のカタログに商品が載ったことで、全国から注文が届くようになった。更に「みやぎセルプ協働受注
センター」は、ホームページ内に特設コーナーLINKS（宮城県被災障害者就労支援事業所等復興支援
体制づくり事業。http://www.miyagi-selp.org/links/）を設け、「さくらんぼ」含めた「被災障害者就労
支援事業所連絡会議」（後述）参加事業所の積極的な紹介も行っている。

＜「震災」に関する山崎施設長のお話（忘備録として）＞
※地震発生～津波の襲来に関するお話は今年の3月に(株)ふくしねっと工房の友野さんが訪問された際
　の報告にも詳しいため、ここでは割愛する。
・実は、津波にさらわれた地域では、窃盗や強盗などの犯罪が多発。中には偽装殺人もあったようで、
住民達の間にはいわく言い難い緊張感が広がっていた。テレビや新聞等の大手のメディアが大っぴら
に報道しない現実である。（ちなみに、遺体がなかなか見つからなかったのだって、バラバラになって
判別ができなくなった方が大勢いたからである。そうした光景を現地の子供たちも見ている。）
・一番怖いのは地震でも津波でもなく、「人間」。そのような現実を前にして、震災後の地域では、個人
としての＜囲い＞を解かなければ生きていけなかった。おそらくは一種の防衛本能から、街中ですれ
違う見知らぬ人間同士が互いに挨拶し言葉を交わすという光景が、被災地のあちらこちらで見られた。
互いが「敵」ではないことを確認するために無意識的に行っていのだろう。
・地震や津波については、（山崎施設長に関して言えば）まさにそのさ中にあっても、不思議と現実感が
希薄だった。とにかく利用者達を避難させることに必死で（とはいえ津波警報が出た直後は半信半疑
での避難行動だったのだが）、後はまるでパニック映画を客席から観ているような感じ。利用者達を津
波から守るために歩道橋の上へと避難させた後で、逃げ遅れ津波に飲み込まれそうになっていた他の
住人に冷静に手を差し伸べて避難誘導している自分がいた。他人をかえりみずに我先にと避難してい
る人もいる中、（周りの目も気にせずに）大声を出して利用者の点呼を取ったり、他者に手を差し延べ
ることができているのは「日頃から福祉の仕事をして慣れていたから」であり、この仕事をしていて
初めて良かったと思ったりもした。
・雪が降り続ける中、歩道橋の上で利用者及び施設職員を暖を取り、一夜をあかした。（ホッカイロや
サランラップが役に立った。いざという時に備えて、日ごろから常備しておいた方が良い。）
・翌日以降も、利用者家族との連絡はなかなかつかず、1ヵ月近くは、震災当日に避難したもの達同士で、
避難先を巡る生活が続いた。だが、一般の避難所で障害者が生活することは（本人たちにも避難所内の
他の住人達にとってもストレスが大きく）困難というか…無理。「さくらんぼ」の面々もほどなくして
市が特別に用意してくれた体育館（一定期間後に空け渡すことを求められた）や別の施設などを転々と
し、どうにかやり過ごしてきた。
それらの＜交渉＞は自分たちで行い、避難先を確保せねばならない。いざという時にために、日頃から
他施設などを避難先に関する提携などを結んでおいた方が良い。
・3月11日の大地震から1ヵ月ほどが経ち、ようやく「これから」のことを考えようかという矢先の
　4月7日の夜、再び震度5強の大地震に町が見舞われた。これには「参った」（心が折れそうになった）。
・現地の新聞では3年以上が経過した今でも、毎日のように震災関連のニュースが載っており（震災面
のようなページがある）、嫌でも目に入ってしまう。震災は過去の話でなく、現在進行形で続いている。だから、「震災の話を」と言われても、どこからどこまでを話して良いかが分からない。こういうことがあって、今はこうなりました…というように「振り返って、話をまとめる」ことなどできない。
・全国から日本赤十字等を通じて多額の義援金が被災地へ寄せられたことになっているが、少なくとも
「さくらんぼ」へは一円も降りてきていない。いったいそれらのお金はどこへ行ったのだろうか…？
地元の人間にはただ「分からない」。
・今回の地震・津波による人的被害について、「さくらんぼ」の利用者・職員は無事だったが、同じ法人
内では非番だった職員が、ホームにかけつけて（？）命を失った。家を失った職員も2名。生き残っ
たもの／命を失ったものを分かつのは、ただの偶然「たまたまそこにいたから」でしかない。また、
同法人内の震災の直前に億単位の借金をして建設した特養老人ホームは全壊。行政からの金銭的援助
などもなく復旧の見込みのないため、そこの職員は全員解雇となった。同じ法人で働く職員なのに、
たまたま事業を継続できた自分たちは仕事を続けることができ、彼らは仕事を失う結果となった。
このやりきれなさ！
・震災後の5月に、より被害の大きかった石巻を訪問し、仮設住宅に暮らす方の話を聞く機会があった。
[bookmark: _GoBack]そこで聞いたのは、「『生きててよかった』と思えたのは最初の1ヵ月だけ。今は、（あの時に）死んだ方がよかったと思う」という言葉。それが、多くの被災者にとっての実感なのだろう。
・地震と津波に加え、原発事故の問題も深刻。ある地域では（放射性物質の影響からか）奇形の動植物
が生まれている。地元の人達なら皆知っていること。
・同じ被災地で暮らす人間達も、一枚岩という訳ではない。極限状態の中では人間の本性が剥き出しに
なる。震災後にガソリンを200円／ℓで販売して儲けたスタンド、外に避難民がいるのにシャッターを
下ろした食料品店 etc…。みんな覚えているから、そういうとことでは今は誰も買わなくなる。
・福祉施設についても、全壊・半壊したところとそうでないところとでは、その後の状況が全く異なる。「震災特需」というものは確かにあったが、潤ったのは被害の少なかった施設。ダメージの大きかった 
施設ほど製品を用意することができず、特需の波に乗れないという皮肉な現実がそこにあった。また、他施設職員からの心無い一言（「震災のおかげで儲かった」など）により「溝」ができてしまうことも。
・そんな中で、宮城県沿岸部にあり被害の大きかった施設同士が集まり月に1回お互いの状況についての情報共有・意見交換を行う「被災障害者就労支援事業所連絡会議」を開くようになった。それぞれが参加しやすいよう松島の公民館で開催。津波の被害により大打撃を受けたという「同じ境遇」について忌憚のない話をできる仲間達であり、貴重な存在である。
・だから、自分（たち）だけが復興すれば良いとは思っていない。できれはそれらの事業所も巻き込み、コラボ商品を企画したり一つのブランドを立ち上げたりして、みんなが一緒に復興できるような方向を目指してゆきたい。仕事の紹介なども。それが全損した施設の長である自分の役目である。
・利用者の仕事については様々な方々の協力があり、今は逆にこなしてゆくことが困難なくらい。だが、
　ソニーに間借りしているスペースの家賃（100㎡ほどで20万円）のことなど考えると、やはりいずれ
　は自分たちの場所を持ちたい。だが、それはいったいいつになったら叶えられるのか…？そんなこと
　を考えても仕方がないので、自分は（運営者ではなく）現場の責任者として、ただただ「さくらんぼ」
　の毎日の活動について考えるようにしている。先のことなど、全然見えない。
補足：
山崎施設長の語り口は決して重々しいものではなく、むしろ終始和やかで、時折りジョークや笑いもあり、その「明るさ」に最初は意外な印象を受けた。だがその表情には張りつめたような感情（緊迫感）があり、それは一度も消えることが無かったように思う。「震災は過去の話でなく、現在進行形で続いている」のであり、先の見えない戦いを休むことなく続けている「苦しさ」がそこから窺えた。
３．多賀城市役所　保健福祉部社会福祉課訪問
　　13時15分、多賀城市役所を訪問、保健福祉部長（社会福祉課長）の片山さん、および社会福祉課障害福祉係 主幹で保健師の乗上さんにお話を伺った。

＜多賀城市の「復興」について＞
・道路等の目に映る部分のインフラについてはだいぶ復旧が進んでいるが、中身の方はこれからで、下
水道はまだ3割ほど。現在も300世帯以上が仮設住宅で暮らしており、復旧→復興への見通しがなか
なか立たない辛さがある。来年、ようやく新たに公営住宅ができる予定。
・震災後、それまで知名度の低かった多賀城市に多くの人たちが関心を寄せて支援の手を差し伸べてく
れた。大変感謝している。現在、「徐々に薄れてゆく関心」を感じる部分もあるが、これまで多くの方々
支援してくれたことの「恩返し」として全国の人たちに＜減災＞に繋がる情報を伝えてゆきたい。

＜多賀城市の障害者福祉施策について＞
・全国でも例を見ない、障害児と健常児が共に通える「統合保育」を実施した施設「太陽の家」（昭和50
年設立）が誇り。将来社会活動に参加して自立した生活ができるよう、児童福祉法に基づく児童発達
支援センター「（仮称）新太陽の家」として2か年かけて再構築する方向で検討している。
・また、昭和63年設立の精神障害者小規模作業所では、精神障害者のほか、身体・知的障害者も利用で
きるよう改築し、平成21年からは地域活動支援センター「コスモスホール」として活動している。
・その他、WAMNETで検索した限りでは、市内の日中活動の場としては、社協が運営するB型事業所
「多賀城市福祉工房のぞみ園」など5つの障害福祉サービス事業所がある模様。
※ちなみに、児童発達支援センターについては、船橋市でも新設の動きがあり（正確には老朽化した
「さざんか学園」の行田国家公務員体育センター跡地へ「福祉型児童発達支援センター」として移転整備とそれに伴う事業者の公募）、乗上さんもその動向を気にされていた。

３．多賀城市周辺の被災地域の確認
　市役所訪問を終えた後、昼食に入る店を求めてお隣の塩釜市へ。マグロが有名だと聞き、扱っている店を探して回ったところ、偶然かもしれないがシャッターを降ろしている店が多く、被災地の経済事情が今更ながら気になった。その後、海岸線にほど近い県道45号線に沿って南下しつつ途中途中で脇に逸れるように、七ヶ浜町→多賀城市→仙台市（若林区）→名取市と車を走らせ、街並みを見て回る。
「あの日」から2年と4カ月が経過した現在、多賀城市の保健福祉部長も話されていたように、インフラ面、特に目に見える部分における＜復旧＞はそれなりに進んでおり、特に海岸線から離れた箇所については、すぐに震災の傷跡を見つけるのは難しいくらいである（その点、より大きな津波に襲われて
未だ手つかずのまま海岸線から風吹きすさぶ大地が延々と続く石巻市や牡鹿半島から北の三陸海岸沿いの町々とは少し異なる部分もある）。だが、ここでもやはり海岸線に近いエリアでは、ガレキが一か所に集められ山のように積まれていたり、川沿いのガードレールがひしゃげたまま残っていたり、屋根が剥がれ2階の窓側ガラスまで割れて廃屋になっている家が建ち並んでいたり、廃校となった学校がそのまま寂しそうに佇んでいたり、あるいは基礎だけ残して家が流されたままになっていたり、その先に防潮林がところどころ無くなってしまいさらに先の防波堤では大掛かりな補修工事が行なわれていたり（仙台荒浜地区）、そして、そんな何もない風景の中に1か所だけ黒い塊があって良く見てみるとそれはお墓だったり…と、やはり、震災の生々しい傷跡を感じずにはいられないような風景が広がっていた。
　車の移動と共に移り変わる風景を見ながら、改めて、「被災地」という言葉では一括りにできない現地に暮らす人たちの生活に想いを馳せずにはいられなかった。
４．諸感
・震災以後、私は個人的に2度ほど東北の被災地を＜旅＞したことがある（平成24年5月…仙台～松島
　～東松島～石巻～女川町、25年5月…気仙沼～陸前高田・大船渡～釜石・大槌町～宮古～久慈）が、
いずれも、旅人＝passenger （通り過ぎる人間）として一過的にそれらの地を通過したに過ぎない。
言葉を代えれば、その時に私が見た景色はそのような＜視点＞のもとに切り取られたものであって、
私の＜被災地体験＞はせいぜいがその程度のものである。そして、そのことについては、個人的に、
ある種の心苦しさを感じていた。もっと他に出来ることはないのだろうか？と。
・今回の訪問も、スタイルとしては過去２回とそう大きく異なるものではない。だが一つ違うのは、「同
業者」の、それも同じような立場で仕事をされている人（山崎施設長）のお話を伺う機会を得たこと
である。予定の2時間目いっぱいお話を伺ったが、非常に中身が濃く、ややもすると消化不良を起こ
しそうなほどであった。彼の話を聞きながら、私は「同じような状況に直面した時、自分（達）なら
どう行動するだろうか？」ということをずっと考えていた。だが、話の内容が関東の地で暮らす我々
が「日常生活」において用いている想像力を大きく上回るものであったため、その場においては何の
＜答え＞も得られなかった。実際にそのような状況に置かれてみないと分からないことが多すぎる。
それのことは、その後今日に至るまで、私の中に何とも言えない「イヤな感じ」を残すこととなった。
・「『この感じ』は何かに似ている。いったい何だろう？」千葉に帰ってからずっと考えていたのだが、
強いて言えば『この感じ』は、例えば戦争が描いた映画を観た後に残る、「あの何とも言えない感じ」
と同質のものなのだと思う。敢えて言葉にすれば、＜危機的状況の疑似体験＞とでも言うべきもので、
山崎施設長のお話は、少なくとも私にとってはそれだけの強度を伴う＜体験＞として迫ってくるもの
だったということである。そして、その強度ゆえに、山崎施設長の＜緊迫感＞は、実際に津波の被害
を被っていない私にも十分に伝わってきたし、そこにおいて初めて私としてはこの度の震災における「東北」の現状を「我がこと」として考えてみようという気持ちにもなったのだった。離れた地で起き
た出来事を「我がこと」として感じること。ちっぽけな一人の人間である自分に何ができるか？など未だに分からないが、そこからスタートするしかないのだと思う。
・個人的に震災以後世の中に溢れていた「東北のために」とか「被災地支援のため」といった＜言葉＞
にはなんとなく違和感を感じていた。被災地に義援金や支援物資を送ったり現地に入りボランティア
活動を行なったりすることはもちろん必要なことだし（私は前者しかできなかったが）、そうした行為
をそのような＜言葉＞以外にどう表現したら良いのか、私には分からない。だが、原子力発電による
電力供給の実態（東北→関東）に象徴されるように、明治維新以降長きに渡り「東北」に過重な負担
を負わせながら（明治維新を前にして、会津藩を筆頭に「東北」の多くの藩が徳川幕府の側についた
結果、維新後、「東北」は一貫して新政府（＝薩長政府）により政策上の＜差別＞の対象となり続けた
ことはよく知られている）、「近代化」や「高度経済成長」を実現し、その恩恵に預かってきたのは、
他でもない東京近郊の都市部に暮らす我々関東の人間である（もちろん、我々とて、そのような歴史
を好み選んでこの地で生活してきた訳ではない。しかし結果的にそのような歴史の上に現在の自分達
の生活が成り立っていることもまた事実である）。そうしたことを踏まえるのであれば、まず我々がす
るべきことは、「東北」に暮らす人たちの＜痛み＞を、実感を伴って感じること。然る後に、「東北」
の歴史（過去）を・現在を・そして＜未来＞を、「我がこと」として考えてみることではないだろうか？ 
と思うのだ。
・だが、「言うは易し、行なうは難し」。いざ関東での生活に戻れば、日々の仕事や生活で頭の中は一杯
　となり、「東北」への想像力を働かせる時間やその射程は限りなく短くなってしまうのが現状である。
逆に言えば、だからこそ、今回のように「東北」で暮らす人たち（特に「同業者」「同朋」）の過去を、
現状を知り、彼らの未来について考えるための機会を意図的に作り出してゆくことには意味があるの
だと思うし、そのためであれば、私にできる協力はしたいと考える。
・最後に、このような機会を与えて下さった絵画展実行委員の皆さま、そして今回訪問時の私の留守中
に、こちらで大切な仲間たちの支援をしてくれた同僚たちに感謝します。絵画展自体には未だに興味
を持てずにいるのだが（実行委員なのにこんなことを言っちゃいけないね 笑）、今から自分にできる
ことを考えてゆきたいと思います。

以上

